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昭和 56 年 7月の運輸技術審議会の諮問第 11 号答申を受け，平成 7年 4月に財団法人沿

岸技術研究センターに波浪情報部が設立され，直ちに COMEINS の設計・開発・試運用に

取り組んだ．初代 COMEINS は専用回線・専用端末方式により双方向の情報通信を可能に

し，平成 9 年 2 月に正式運用を開始した．その後インターネット技術の普及に対応し，

第二世代 COMEINS として COMEINS Web 版を正式運用するとともに，携帯電話を用いた

COMEINS on Mobile の運用も開始した．現在は，沿岸気象海象情報の多様化及び高度化

に対応するとともに，操作性の利便性を追求した第三世代 COMEINS の検討を開始したと

ころである．本稿では，COMEINS の歩んできた 15 年の軌跡を紹介する． 
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1. はじめに 

運輸技術審議会が昭和 56年 7月 2日に答申した諮

問第 11 号「1980 年代における海洋調査の推進方策に

ついて」において，「沿岸波浪観測網等から得られる

膨大な量の沿岸波浪データの集積を行い，工学的，

統計的利用のための解析及び提供を行う沿岸波浪セ

ンター（仮称）を整備する．」と提唱されたことを受

け，全国で波浪観測を実施している港湾局と気象庁

が，双方の所有する波浪データを一般の方々へ適切

に提供し，各種の波浪予測サービス等を行うための

望ましい体制の検討を行った結果，平成7年 4月に，

(財)沿岸技術研究センター（当時の(財)沿岸開発技

術研究センター，以下 CDIT という．）に波浪情報部

が設立された． 

 

波浪情報部では，港湾局の波浪観測データである

全国港湾海洋波浪情報網（以下，NOWPHASあるいはナ

ウファスという．）のデータ提供を開始するとともに，

沿岸気象海象情報配信システム（以下，COMEINSある

いはカムインズという．）の開発を行った．COMEINS

とは，Coastal Oceanographic and Meteorological 

Information Systemの略称であり，カムインズとと

もに商標登録している． 

COMEINS は，専用回線及び専用端末を用いた初代

COMEINS（平成 9年 2月から正式運用）から，インタ

ーネット及び WWW（World Wide Web）を用いた第二世

代 COMEINS（COMEINS Web 版）へと移行（平成 16 年 4

月から正式運用）し，COMEINS on Mobile（COMEINS

携帯版）も新たに加わり（平成 19 年 4月から正式運

用），現在に至っている． 

現在は，第二世代 COMEINS の構築から 7 年が経過

し，現システムの老朽化による保守の困難さや気象

庁から配信される気象情報の多様化・高度化に対応

すべく，次世代 COMEINS の検討を開始したところで

ある．本稿は，次世代 COMEINS の検討を行うにあた

り，今までの COMEINS の経緯を振り返ったものであ

る． 

 

2. COMEINS の歩んできた道 

COMEINSに関する主要な出来事を表-1にまとめた．

以下に，システム，メニュー及び COMEINS のメイン

である波浪予測手法の変遷について列挙する． 

2.1 システム（ハード）の変遷 

（1）初代 COMEINS（専用回線・専用端末） 

初代 COMEINS は，CDIT 内のサーバと現地の専用端

末の間を NTT の専用回線を用いて接続し，サーバか

ら沿岸気象海象情報を電文の形で現地の専用端末に

配信し，現地の専用端末が受信したデータを表示し

ていた．そのため，現地の専用端末では，電文を受

信するプログラム，受信した電文を編集してファイ

ル化するプログラム及び画像を作成するプログラム

を常時起動させておく必要があり，無停電電源装置

も併設していた． 

この方式の利点は，情報を送りつける方式であっ

たために，緊急時の情報にも対応できたことである．

現地の専用端末では，緊急時の情報を受信すると，

アラームや赤色回転筒で緊急を知らせると同時に，

情報内容を自動印刷する設定であった．また，専用

回線の特徴として双方向の通信が可能であったこと
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から，現地の独自観測データもサーバに送りあげる

ことが可能であった．図-1 は須崎市消防署前に設置

した大型防災表示盤であるが，須崎港の津波計によ

る潮位観測情報を集配信するとともに，気象海象情

報を表示させて，市民の防災に役立っている． 

一方，現地の専用端末には，各種プログラム及び

パラメータファイル等が必要であり，プログラム改

修や予報区分変更に伴う修正は，１台１台現地の専

用端末にリモートログイン（遠隔地から現地の専用

端末に入り込み，ファイル操作等を行う）して修正

していたが，現地の専用端末の増加とともに，保守

管理の負担が増えていった． 

（2）第二世代 COMEINS（インターネット・Web） 

初代 COMEINS は，専用線端末のセットアップ及び

現地での設置作業や専用回線開設が必要であり，そ

れなりの準備期間が必要であった．また，NOWPHAS の

高度化（連続観測の実施等）が予定されていたもの

の，初代 COMEINS ではシステム的に対応が困難にな

ってきていた．さらに，インターネットと WWW（World 

Wide Web）が飛躍的に普及し，専用回線を使用しな

くても比較的安定的なネットワーク構築が可能な社

会情勢になってきた．こうした状況の中，インター

ネットと Web ブラウザを使用する第二世代 COMEINS

の開発を開始した．この第二世代 COMEINS は，当時

「New COMEINS」あるいは「COMEIONS Web 版」と称し

て，平成 16年 4 月から正式運用を開始し，現在に至

っている． 

表-1 COMEINS の主要な年表 

年 月 主な出来事 

平成 7年 4月 CDIT 内に波浪情報部を設置 

平成 7年 5月 COMEINS のシステム設計開始 

平成 7年 11 月 CDIT 内で試験運用開始 

平成 8年 5月 旧運輸省第二港湾建設局鹿島港工事事

務所常陸那珂工場にて現地適用試験を

開始 

平成 8年 8月 波浪ポイント予測の試験運用開始 

平成 8年 12 月 COMEINS システム完成 

平成 9年 1月 気象業務法第 17 条に基づく予報業務の

許可を得る（予報業務許可第 54 号） 

平成 9年 2月 COMEINS の正式運用開始 

（旧三建高知港，旧四建北九州港） 

～  ～  

平成 13 年 4月 COMEINSデータベースを新機能として追

加 

平成 13 年 9月 COMEINS Web（第二世代 COMEINS）の設

計・開発を開始 

平成 14 年 4月 COMEINSデータベースの機能向上として

類似台風検索機能を追加 

平成 14 年 8月 COMEINS に「台風時の高波予測」及び「台

風時の潮位情報」メニューを追加 

平成 15 年 4月 COMEINSを利用した長周期波高予測シス

テムの運用開始 

平成 16 年 4月 COMEINS Web（第二世代 COMEINS）の正

式運用開始 

平成 16 年 4月 COMEINS防災メール通報システムの運用

開始 

平成 17 年 5月 NOWPHAS 高度化に対応 

平成 19 年 1月 COMEINS on Mobile の試運用開始 

平成 19 年 4月 COMEINS on Mobile の正式運用開始 

平成 21 年 4月 データ同化を用いた波浪予測の試運用

開始 

平成 21 年 4月 次世代 COMEINS（第三世代 COMEINS）の

基本設計開始 

平成 22 年 1月 データ同化を用いた波浪予測の正式運

用開始 

このシステムは，CDIT 内に予測計算処理サーバ，

作画サーバ及び Web サーバを設置し，COMEINS 利用者

は各自の PCから Webブラウザを用いて Webサーバに

アクセスして情報を閲覧してもらう方式である．こ

のため，専用端末は必要ではなく，インターネット

に接続できる環境であれば，どこからでも情報を閲

覧できる利便性がある．どこからでも情報の閲覧が

できるため，Web サーバにログインする際，利用 ID

とパスワードを入力することで，利用者の管理を行

っている． 

しかし，専用回線は双方向の通信が可能であった

ことに対し，WWW は単方向の通信である．そのため，

警報等の緊急情報もこちらから送りつけることがで

きない．初代 COMEINS に実装されていた緊急時のア

ラームや自動印刷といった機能に変わる手段として，

「COMEINS 防災メール通報システム」も平成 16 年 4

月から運用し，緊急時の情報はメールで通知するよ

うにした． 

図-1 大型防災情報表示板（須崎港） 
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その後，携帯電話の普及と高機能化によって，携

帯電話でも Web サイトが閲覧できるようになった社

会情勢の中，平成 19 年には COMEINS 携帯版と称する

「COMEINS on Mobile」の運用も開始し，PC だけでは

なく外出時においても携帯電話から情報が閲覧でき

るようになった． 

2.2 メニュー（ソフト）の変遷 

現在の COMEINS にあるメニューを表-2 に示す．各

年代毎のメニューの変遷を，表中の備考欄に記号で

示した．初代 COMEINS は，波浪ポイント予測，NOWPHAS

及び気象庁の波浪実況，波浪・海上風予測及び一般

情報で正式運用を開始した．図-2 は，初代 COMEINS

のトップ画面である．その後，初代 COMEINS の時代

に様々なメニューを追加し，機能の向上を図った．

図-3 は，COMEINS データベースのトップ画面である

が，この COMEINS データベースは過去の確定された

観測値等を用いて，高波高順位表の作成や類似台風

を検索できるシステムであったため，NOWPHAS 観測結

果の提供業務と合わせて単独で稼働するアプリケー

ションとして作成したが，第二世代 COMEINS のシス

テム構築と同時期であったため，実際に単独で販売

されることはなかった． 

表-2 COMEINS の情報 

情報区分 情報名 備考 

波浪ポイント予測 ● 

台風時の高波予測 ◎ 

台風時の潮位情報 ◎ 
個別情報 

長周期波予測 ◎× 

波浪実況 ● 

波浪周期別情報 ◎ 

波浪実況連続観測 △ 

周期別情報連続観測 △ 

潮位実況 ◎ 

流速実況 △ 

毎分沖平均水面 △ 

波浪・海上風予測 ● 

ナウファス地点波浪予測 ○ 

カムインズデータベース 

（類似台風検索システムも含む） 
◎ 

異常潮位情報 ◎ 

共通情報 

潮位情報（文章情報）  

台風情報 ● 

地震情報 ● 

津波情報 ● 

海上警報発表状況 ● 

警報・注意報発表状況 ● 

短時間降水予測 ● 

天気図 ● 

天気予報 ● 

気象衛星画像 ● 

アメダス情報 ◎ 

地震／津波／火山  

一般情報 

気象レーダー  

大型防災情報表示盤表示システム ● 

長周期波高予測システム  

COMEINS 防災メールシステム ○ 

COMEINS on Mobile システム  

Web カメラによる監視システム × 

COMEINS 

を利用した 

別システム 

ハザードマップとの統合システム × 

●印：初代 COMEINS 正式運用開始時のメニュー 

◎印：初代 COMEINS の機能向上 

○印：COMEINS Web 正式運用開始時に追加 

△印：NOWPHAS 高度化に対応 

無印：上記以外で現在までに追加されたメニュー 

×印：現在は利用者なし 

第二世代 COMEINS においては，ナウファス地点波

浪予測がスタートし，NOWPHAS 高度化に対応したメニ

図-2 初代 COMEINS のトップ画面 

図-3 COMEINS データベースのトップ画面 
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表-3 基幹予測手法の変遷 

図-4 第二世代 COMEINS のトップ画面（現在）

ューも追加された．第二世代 COMEINS の現在のトッ

プ画面を図-4 に示す． 

2.3 波浪予測手法（予測精度）の変遷 

COMEINS のメインメニューである波浪予測につい

て，予測手法の変遷を表-3 に示した．COMEINS は日々

の波浪予測を実施するとともに，毎年，予測した結

果の検証を行っており，検証結果から予測手法の改

良を続けている．表-3 に記したものは，予測モデル

そのものの変更という大きなイベントだけを記載し

ているが，日本初のデータ同化手法を取り入れた波

浪予測を平成22年 1月から正式運用していることを

特記しておく． 

 

3. 次世代 COMEINS 

第二世代 COMEINS の構築から 7 年が経過し，当時

構築した機器の中には，製造メーカが保守契約を打

ち切るものも出始めてきた．また，WWW を取り巻く環

境はさらに発展してきており，開発当時では考えら

れなかった機能や操作性もプログラミング可能にな

ってきた．PC の性能や他の一般的 PC ソフトの反応ス

ピードや操作性が向上する中，COMEINS の操作性や反

応スピードが相対的に低下し，一部利用者からは不

満の声が上がってきている． 

また，気象庁からの情報も，台風 5日先進路予報，

大雨・雷・竜巻の短時間予報，さらには市町村毎の

警報・注意報の発表など，多様化・高度化している．

これらの新しい情報は，従来の電文形式（「xx 行目の

xx カラム目の数字は xx の値」といった FORMAT が決

まっている形式）と呼ばれるデータではなく，XML 形

式（「タグ」と呼ばれる特定の文字列でデータの意味

や構造を記述するマークアップ言語の一種であり，

通信や情報交換に用いるデータ形式の標準になりつ

つある）と呼ばれる新しい形式の情報であり，平成

22 年度末には，全ての情報が XML 形式に統一される

予定である． 

こうしたハードの老朽化，新しい情報形式への対

応，さらには操作性の向上に対応すべく，平成 21 年

度に次世代 COMEINS の検討を開始し，平成 23 年 8月

の正式運用に向けて構築を開始したところである．

今後，次世代 COMEINS の普及啓発を積極的に行って

いく予定である．なお，大型防災表示盤等の双方向

通信が必要な箇所では，未だに初代 COMEINS を用い

ているので，そのような箇所についても次世代

COMEINS で対応できるように検討している． 

 

4. おわりに 

CDIT の波浪情報部は，COMEINS とともに歩んでき

た．COMEINS の開発・改良等に携わってきた歴代の関

係者に敬意と感謝を表明するとともに，今後も，社

会ニーズに応えた波浪情報事業に邁進してまいりま

すので，関係各位の一層のご指導，ご支援をお願い

いたします． 
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